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第 50 号　（2）平成 29 年 11 月１日 議 会 だ よ り

９
月
５
日
・
11
日
・
12
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長田

　
島
　
政
　
義

副
委
員
長

瀬
　
川
　
左
　
一

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

平成 28 年度各会計歳入歳出決算

決算審査特別委員会
賛成多数で認定（賛成 14、反対なし）

　
　
三
　
上
　
正
　
二

　
　
白
　
石
　
　
　
洋

　
　
中
　
村
　
正
　
彦

　
　
松
　
本
　
祐
　
一

　
　
田
　
嶋
　
弘
　
一

　
　
盛
　
田
　
惠
津
子

　
　
瀬
　
川
　
左
　
一

　
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

　
　
附
　
田
　
俊
　
仁

　
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹
　

賛 

成 

委 

員

決算審査特別委員会設置（９／５）

議案審議にて委員長報告（９／１３）

　
９
月
５
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
11
日
、

12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
決
算
審
査
を
行
ま
し
た
。

　
13
日
の
議
案
審
議
に
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事

件
に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
田
島
委
員
長
が
審

査
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
七
戸
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。



（3）　第 50 号 平成 29 年 11 月１日議 会 だ よ り

平成 28 年度　一 般 会 計 決 算

歳　出 105億5,365万5,964円

総 務 費 10億9,685万3,824円

民 生 費 16億2,893万4,839円

衛 生 費 9億9,097万5,429円

土 木 費 7億3,852万2,353円

教 育 費 25億5,217万8,890円

公 債 費 10億8,466万0,291円

諸 支 出 金 11億4,303万9,139円

議 会 費 1億0,738万1,943円

労 働 費 120万1,760円

農 林 水 産 業 費 5億3,136万1,309円

商 工 費 2億0,211万8,302円

消 防 費 4億2,192万7,785円

災 害 復 旧 費 5,450万0,100円

歳　入 107億4,762万5,844円

自 主 財 源 25億1,656万3,424円

町 税 19億6,562万5,233円

繰 入 金 3億1,558万9,353円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1,769万3,774円

使 用 料 及 び 手 数 料 8,052万9,773円

財 産 収 入 4,183万5,220円

寄 附 金 964万6,124円

繰 越 金 3,219万5,843円

諸 収 入 5,344万8,104円

依 存 財 源 82億3,106万2,420円

地 方 交 付 税 42億1,412万3,000円

国 ・ 県 支 出 金 20億9,329万1,420円

町 債 14億6,370万0,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億5,688万9,000円

利 子 割 交 付 金 157万7,000円

配 当 割 交 付 金 198万1,000円

株式等譲渡所得割交付金 100万4,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 2億6,251万1,000円

自動車取得税交付金 3,009万2,000円

地 方 特 例 交 付 金 345万6,000円

交通安全対策特別交付金 243万8,000円

歳　　　入　　 107億4,762万5,844円
歳　　　出　　 105億5,365万5,964円
差　引　額　　 　 1億9,396万9,880円
◎差引額のうち、1億3千万円を基金に繰入

一般会計対前年度比較表 （単位：円）

区　　分 予 算 現 額
歳　　　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額  不用額 ※2
平成28年度 11,118,820,000 10,747,625,844 509,498,179 10,553,655,964 462,426,000 102,738,036

平成27年度 10,501,882,000 10,314,277,447 287,266,576 10,212,081,604 191,821,000 97,979,396

差　引　額 616,938,000 433,348,397 222,231,603 341,574,360 270,605,000 4,758,640

※1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※２　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

　審査に付された各決算は関係書類と照合した結果、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算の執行

については議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理されているものと認めた。

　町税・国民健康保険税及び税外収入に係る不納欠損処理については、今後とも適正な対応が望まれる。

　また、現年課税分の収入未済額については、町税・国民健康保険税及び税外収入（後期高齢者医療保険料、

住宅使用料、公共下水道使用料等、農業集落排水使用料、水道使用料）に減少の傾向がみられるものの、賦課

徴収の公平性確保はもとより、徴収率を向上させて収入未済額を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応が

望まれる。

歳入 歳出

総務費
10.39%

民生費
15.43%

衛生費
9.39%

土木費
7.00%教育費

24.18%

公債費
10.28%

諸支出金
10.83%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
12.50%

繰入金
2.94%

町税
18.29%

地方交付税
39.21%

国・県支出金
19.48%

町債
13.62%

依存財源
76.58%

その他
4.27％

自主財源
23.42%

その他
2.19%

監査委員審査意見



第 50 号　（4）平成 29 年 11 月１日 議 会 だ よ り

特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 2,438,986,000 2,416,142,087 98,909,347 2,405,052,865 0 33,933,135

平成27年度 2,551,934,000 2,541,832,141 118,922,197 2,541,832,141 0 10,101,859

差　引　額 △112,948,000 △125,690,054 △20,012,850 △136,779,276 0 23,831,276

◎ 後期高齢者医療  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 361,036,000 361,170,401 22,700 360,999,152 0 36,848

平成27年度 350,854,000 351,137,980 75,500 350,623,792 0 230,208

差　引　額 10,182,000 10,032,421 △52,800 10,375,360 0 △193,360

◎ 介 護 保 険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 2,379,959,000 2,396,387,466 7,231,521 2,323,186,568 0 56,772,432

平成27年度 2,352,410,000 2,361,297,299 6,994,589 2,316,904,278 0 35,505,722

差　引　額 27,549,000 35,090,167 236,932 6,282,290 0 21,266,710

◎ 介護サービス事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 7,186,000 7,134,237 0 6,387,893 0 798,107

平成27年度 6,298,000 6,571,313 0 6,038,838 0 259,162

差　引　額 888,000 562,924 0 349,055 0 538,945

◎ 七戸霊園事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 2,414,000 2,421,959 0 2,355,769 0 58,231

平成27年度 1,937,000 1,945,385 0 1,899,399 0 37,601

差　引　額 477,000 476,574 0 456,370 0 20,630

◎ 公共下水道事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 405,823,000 406,138,376 7,024,738 405,767,848 0 55,152

平成27年度 411,245,000 411,435,861 7,474,477 411,213,293 0 31,707

差　引　額 △5,422,000 △5,297,485 △449,739 △5,445,445 0 23,445

◎ 農業集落排水事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成28年度 63,349,000 63,384,916 2,798,069 63,256,621 0 92,379

平成27年度 60,206,000 60,214,876 2,818,026 60,195,955 0 10,045

差　引　額 3,143,000 3,170,040 △19,957 3,060,666 0 82,334

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位：円)

区   分
歳　　　　　　　　入 歳 　　　　　　　　出

予 算 現 額 決算額(税込)  決算額(税抜) 予 算 現 額 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額※2
平成28年度 344,157,000 347,690,184 326,332,448 301,962,000 280,218,699 275,019,235 21,743,301

平成27年度 345,179,000 349,061,916 326,714,573 327,300,000 269,406,500 264,566,010 57,893,500

差　引　額 △1,022,000 △1,371,732 △382,125 △25,338,000 10,812,199 10,453,225 △36,150,199

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)
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○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改

　

正
　
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
及
び
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
改
正
す
る

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

　

す
る
条
例
の
改
正

　
　
人
事
院
規
則
の
一
部
改

正
に
準
拠
し
、
育
児
休
業

の
再
度
の
取
得
等
が
で
き

る
特
別
の
事
情
に
つ
い
て

追
加
し
た
い
こ
と
か
ら
、

　
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

　
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
29
年
度
補
正
予
算

 

（
下
表
参
照
） 

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
28
年
度
七
戸
町
各
会

　

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

　
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

　
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
町
道
に
お
け
る
事
故
に

　
　
係
る
和
解
及
び
損
害
賠

　
　
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

　
　
に
つ
い
て

☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

　
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

　
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

☆
全
会
一
致
で
承
認

《
平
成
29
年
度
予
算
関
係
》

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
４
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

○
平
成
28
年
度
七
戸
町
一
般

　

会
計
継
続
費
の
精
算
報
告

　
☆
　
報
　
　
告

○
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ

　

く
健
全
化
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率
の
報
告

 

（
下
表
参
照
） ☆

　
報
　
　
告

議

案

　
平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
５
日
に
開
会
し
、
瀬
川
左
一
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、
会
期
を
13
日

ま
で
の
９
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
５
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、
７
日
は
一
般
質
問
（
３
人
）
、
11
日
・
12
日

は
、
特
別
委
員
会
で
決
算
審
査
、
最
終
日
の
13
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し
ま
し
た
。

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

報

告

平成28年度9月補正予算
区　　　分 補  正  額 予 算 総 額

一 般 会 計 2億6,504万2千円 → 102億8,064万0千円

特
別
会
計

後期高齢者医療 52万0千円 → 3億6,415万7千円

介 護 保 険 3,402万3千円 → 24億9,862万1千円

七 戸 霊 園 事 業 6万5千円 → 226万1千円

公 共 下 水 道 事 業 1,266万2千円 → 4億3,966万5千円

農 業 集 落 排 水 事 業 139万6千円 →  6,705万2千円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

○
歳
入
の
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税

　
２
億
３
０
９
５
万
９
千
円

・
繰
入
金 

　
　
　
１
２
６
３
万
１
千
円

・
町
　
債

　
　
　
１
１
１
０
万
０
千
円

○
歳
出
の
主
な
も
の

・
商
工
費
（
商
工
費
）
　
　

　
　
　
３
４
３
２
万
１
千
円

（
観
光
施
設
設
備
工
事
費
等
）

・
土
木
費
（
道
路
橋
梁
費
他
）

　
２
億
３
４
５
７
万
３
千
円

（
除
雪
作
業
業
務
委
託
料
等
）

　・
教
育
費
（
小
学
校
費
他
）

　
　
　
６
２
３
３
万
６
千
円

（
天
間
西
小
学
校
フ
ェ
ン
ス

　
改
修
工
事
費
等
）

健全化判断比率・資金不足比率
平成28年度七戸町

における比率
早期健全化基準
経営健全化基準

　①～④のいずれかの数値が、国の示す基準数値を超えた
場合は、破たん寸前の「早期健全化団体」に指定され、財
政再建計画などが義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、下水道）の
営業収益に対する手持ち資金の不足額の割合で、低いほど
健全とされる。
　七戸町は、すべての項目が数値を下回っているので、弾
力ある財政運営が可能になっている。

①実質赤字比率 ―  (%) 14.23 (%)

②連結実質赤字比率 ―  (%) 19.23 (%)

③実質公債費比率 5.8 (%) 25.0  (%)

④将来負担比率 12.5 (%)

⑤資金不足比率 ―  (%) 20.0  (%)

350.0  (%)
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○
平
成
29
年
度
七
戸
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
１
５
５
万
５
千
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
１
０
０
億

　
１
２
７
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち
の

　

へ
情
報
館
建
築
工
事
）

　
　
（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち

の
へ
情
報
館
建
築
工
事
契

約
の
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

　○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち

の
へ
情
報
館
機
械
設
備
工

事
）

　
　
（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち

の
へ
情
報
館
機
械
設
備
工

事
契
約
の
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同

　

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

　

て
　
　
副
町
長
に
似
鳥
和
彦
氏

を
再
任
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
同
意

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
が
青
森

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
議
会
議
員

の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
師
に
、
フ
リ
ー
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎

氏
を
お
迎
え
し
「
こ
れ
か
ら

の
政
局
・
政
治
展
望
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

第
２
回

臨 
時 
会

平
成
29
年
７
月
13
日

議

案

県
下
町
村
議
会

議
員
研
修
会

（
７
月
20
日
）

青
森
市
民
ホ
ー
ル

副
町
長
に　

似
鳥
和
彦
氏
（
63
）
再
任

　
昭
和
54
年
４
月
に
役
場
職
員
に

採
用
。
34
年
勤
務
し
、
税
務
課
長
、

総
務
課
長
を
経
て
平
成
25
年
８
月

に
退
職
し
、
平
成
25
年
９
月
定
例

会
本
会
議
で
副
町
長
に
選
任
さ
れ
、

平
成
29
年
７
月
13
日
第
２
回
臨
時

会
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
29
年
９
月
12
日

か
ら
平
成
33
年
９
月
11
日
ま
で
。

＜お詫びと訂正＞

　議会だより№ 49 号の７ページ、哘議員
による一般質問に対する教育長の答弁につ
いて、記事の訂正がありました。お詫びい
たします。

「まちづくりビジョンの共有について」
（哘議員一般質問）
　藻谷氏の講演内容に関連する授業を参観
日に合わせれば、保護者との共有が図られ
ると思うが。

（教育長答弁）
【誤】
　その授業を参観日に合わせることはでき
ないが、その授業が行われる日時はお知ら
せできる。
　　　　　　　　　↓
【正】
　「まちづくり」に関連する基礎的・基本
的な内容の授業が行われるときに、学校と
交渉して無理がないようであればお知らせ
します。
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一
般
質
問

議　

員

　

来
年
度
か
ら
、
国
保
の
運

営
を
県
と
市
町
村
が
共
同
で

担
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
で
町
民
負
担
や
医
療
が
ど

う
な
る
の
か
町
民
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
改
革
で
県
と
町
の
役

割
は
ど
う
な
る
か
。

町
　
長

　
県
の
役
割
は
、
県
内
の
統

一
的
な
運
営
を
図
る
た
め
国

保
運
営
方
針
を
定
め
、
市
町

村
が
担
う
事
務
の
効
率
化
、

標
準
化
、
広
域
化
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
町
の
役
割
は
、
資
格
の
管

理
、
保
険
給
付
、
保
険
税
率

の
決
定
、
賦
課
徴
収
、
保
健

事
業
等
の
事
務
を
引
き
続
き

担
う
こ
と
に
な
る
。

議　

員

　

国
は
医
療
費
抑
制
を
県
に

負
わ
せ
、
県
は
町
を
締
め
付

け
る
。
そ
し
て
県
が
財
政
運

営
の
責
任
者
と
な
り
、
市
町

村
の
納
付
金
、
標
準
保
険
料

率
を
決
定
す
る
。
町
は
県
が

決
め
た
納
付
金
を
納
め
る
た

め
、
保
険
料
集
め
に
走
り
ま

わ
る
。
そ
ん
な
問
題
を
危
惧

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

七
戸
町
の
納
付
金
、
標
準

保
険
料
率
は
現
在
決
ま
っ
て

い
る
か
。

町
　
長

　
納
付
金
は
、
毎
年
度
、
そ

の
翌
年
の
医
療
費
等
の
推
計

に
基
づ
い
て
算
定
す
る
。
平

成
30
年
度
納
付
金
は
、
12
月

下
旬
に
国
か
ら
提
示
さ
れ
る

係
数
に
よ
り
本
算
定
を
行
い
、

２
月
上
旬
ま
で
に
確
定
を
し
、

通
知
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

　
標
準
保
険
料
率
も
同
時
に

計
算
さ
れ
、
２
月
上
旬
に
公

表
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

議　

員

　

現
行
の
保
険
料
よ
り
高
額

に
な
る
か
。

町
　
長

　
こ
れ
ま
で
も
国
保
の
赤
字

問
題
に
お
け
る
税
率
改
正
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　
今
後
、
公
表
さ
れ
る
納
付

金
の
試
算
結
果
に
も
よ
る
が
、

少
な
く
と
も
赤
字
を
解
消
す

る
た
め
、
あ
る
程
度
の
増
税

は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

議　

員

　

国
保
税
が
上
が
り
、
町
民

に
と
っ
て
は
厳
し
い
も
の
に

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

七
戸
町
の
保
険
料
収
納
率

は
、
平
成
28
年
度
96
・
85
％

で
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
こ
れ
は
加
入
者
の
努
力

と
、
生
活
実
態
に
即
し
て
丁

寧
な
対
応
を
し
て
き
た
町
の

姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え

る
。

　

そ
こ
で
、
収
納
率
が
低
く

な
っ
た
場
合
の
県
の
対
応
は

ど
う
な
る
か
。

町
　
長

　
財
源
不
足
に
な
っ
た
場
合

に
備
え
て
、
一
般
会
計
か
ら

財
政
補
填
等
を
行
う
必
要
が

な
い
よ
う
に
、
県
に
財
政
安

定
化
基
金
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
収
納
率
が
低
く
な
り
納
付

金
を
納
め
る
財
源
が
不
足
し

た
場
合
、
こ
の
基
金
か
ら
の

貸
し
付
け
を
受
け
て
３
年
間

で
償
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

議　

員

　

葬
祭
費
は
県
内
市
町
村
に

よ
っ
て
違
う
。

　

葬
祭
費
は
ど
う
な
る
か
。

町
　
長

　
県
で
は
平
成
30
年
度
以
降

に
５
万
円
に
統
一
す
る
方
向

で
、
関
係
市
町
村
に
お
い
て

検
討
し
て
い
る
。

　
当
町
の
葬
祭
費
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
５
万
円
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

町
は
平
成
25
年
度
、
国
保

会
計
の
基
金
は
ゼ
ロ
に
な
り
、

そ
の
後
、
法
定
外
繰
り
入
れ

を
行
い
、
町
民
の
生
活
を
支

え
る
た
め
、
町
民
負
担
軽
減

を
し
、
国
保
税
を
上
げ
な
い

で
き
た
。

　

今
後
も
続
け
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

議　

員

　

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
入

学
準
備
金
の
支
給
時
期
を
早

め
る
こ
と
と
、
就
学
援
助
費

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
や
生
徒
会
費

も
援
助
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
新
入
学
児
童
生
徒
を
対
象

に
し
た
入
学
準
備
金
の
早
期

支
給
に
向
け
て
、
十
和
田
市

は
じ
め
上
北
郡
内
の
７
市
町

を
調
査
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
支
給
状
況

は
、
２
期
制
に
分
け
て
９
月

か
ら
支
給
を
始
め
て
い
る
の

が
お
い
ら
せ
町
、
６
月
に
支

給
を
し
て
い
る
の
が
、
当
町

と
三
沢
市
と
野
辺
地
町
、
５

月
に
支
給
を
し
て
い
る
の
が

東
北
町
と
六
戸
町
、
平
成
29

年
度
か
ら
例
年
よ
り
１
カ
月

早
め
て
４
月
に
支
給
を
し
た

の
が
横
浜
町
と
十
和
田
市
。

　
こ
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
新
入
学
に
係
る
負
担
を

早
期
に
軽
減
で
き
る
よ
う
、

４
月
中
の
支
給
を
目
指
し
て

事
務
改
善
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
新
た
な
費
目
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

佐々木 寿夫 議員

来年度の国民健康保険制度改正で、
保険料は高くなるのか

町長

一問一答方式

今まで赤字補填していた分、高額になる

一 般 質 問

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
就
学

援
助
金
に
つ
い
て



第 50 号　（8）平成 29 年 11 月１日 議 会 だ よ り

一
般
質
問

議　

員

　

十
和
田
市
の
新
渡
戸
記
念

館
の
廃
館
問
題
を
み
て
、
よ

く
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
思

っ
た
。
そ
こ
で
、
文
化
財
等

の
保
護
に
つ
い
て
問
う
。

①
文
化
財
等
の
資
料
収
集
と

整
理
の
状
況
は
。

②
歴
史
博
物
館
施
設
の
整
備

計
画
の
策
定
状
況
は
。

③
七
戸
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
資
料
の
収
集
と
保

存
、
情
報
発
信
の
状
況
は
。

④
文
化
財
愛
護
精
神
の
醸
成

は
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

教
育
長

①
収
集
は
し
て
い
な
い
が
、

出
土
し
た
遺
物
や
寄
贈
さ
れ

た
資
料
等
は
、
全
て
七
戸
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
適
切

に
整
理
し
保
管
し
て
い
る
。

②
現
在
、
史
跡
二
ツ
森
貝
塚

整
備
基
本
構
想
及
び
整
備
基

本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検

討
会
を
行
っ
て
お
り
、
来
年

の
３
月
に
は
報
告
書
と
し
て

ま
と
ま
る
。
そ
の
中
で
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

③
国
史
跡
七
戸
城
跡
や
国
史

跡
二
ツ
森
貝
塚
の
埋
蔵
文
化

財
の
考
古
資
料
や
、
発
掘
調

査
時
の
図
面
や
記
録
写
真
等

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
七
戸

中
央
公
民
館
２
階
に
は
、
二

ツ
森
貝
塚
出
土
の
考
古
学
資

料
を
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
展
示
し
て
い
る
。

④
小
中
学
校
の
校
長
会
等
で

情
報
発
信
し
て
い
る
が
、
今

後
は
歴
史
博
物
館
の
兼
ね
合

い
も
あ
る
の
で
、
発
信
の
仕

方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

盛
田
文
庫
の
保
存
・
活
用

方
法
に
つ
い
て
問
う
。

①
ど
の
よ
う
に
分
類
し
整
理

し
て
き
た
か
。

②
盗
難
や
来
訪
者
に
よ
る
持

ち
出
し
を
防
ぐ
対
策
は
。

③
歴
史
の
専
門
家
の
有
無
と

情
報
交
換
の
状
況
は
。

④
耐
震
補
強
工
事
期
間
中
と

工
事
終
了
後
の
保
存
方
法
は
。

教
育
長

①
平
成
21
年
７
月
か
ら
、
七

戸
古
文
書
の
会
と
十
和
田
古

文
書
の
会
の
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
書
籍
の
整
理
作
業
と

と
も
に
、
図
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
寄
贈
さ
れ
た

書
籍
の
デ
ー
タ
登
録
作
業
を

職
員
が
行
っ
て
き
た
。

　
図
書
館
法
の
日
本
十
進
分

類
法
に
よ
り
分
類
・
整
理
し
、

管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
た
約

１
万
３
千
冊
を
七
戸
庁
舎
４

階
へ
設
置
し
、
平
成
22
年
12

月
か
ら
一
般
の
方
へ
の
閲
覧

に
供
し
て
い
る
。

②
盛
田
文
庫
を
所
蔵
し
て
い

る
部
屋
は
普
段
は
施
錠
し
て

お
り
、
閲
覧
者
が
入
室
す
る

場
合
に
の
み
開
錠
し
て
い
る
。

　
閲
覧
者
が
入
室
す
る
際
は
、

か
ば
ん
等
の
書
籍
が
入
り
や

す
そ
う
な
所
持
品
は
、
生
涯

学
習
課
に
預
け
て
頂
く
。

③
閲
覧
者
の
受
付
簿
は
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
記

載
の
み
で
、
歴
史
の
研
究
家

や
専
門
家
等
の
来
訪
は
確
認

で
き
て
い
な
い
が
、
書
籍
の

管
理
・
保
存
・
活
用
に
つ
い

て
は
、
古
文
書
の
会
と
随
時

打
ち
合
わ
せ
や
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

④
今
年
度
中
に
七
戸
町
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
を
主
と
し
、

教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い

る
施
設
の
空
き
部
屋
に
一
時

保
管
す
る
が
、
そ
の
後
は
、

今
年
度
で
閉
園
と
な
る
幼
稚

園
の
建
物
に
、
中
央
図
書
館

の
移
設
を
考
え
て
お
り
、
そ

の
一
角
へ
盛
田
文
庫
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
。

議　

員

　

使
用
頻
度
が
少
な
い
そ
ろ

ば
ん
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な

ど
、
貸
し
出
し
を
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長

　
そ
ろ
ば
ん
は
、
学
校
で
貸

し
出
し
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
が
、
鍵
盤
ハ

ー
モ
ニ
カ
は
、
子
供
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
口
に
す
る
の
で
、

衛
生
上
か
ら
貸
し
出
し
は
困

難
だ
と
考
え
て
い
る
。

議　

員

　

教
材
の
中
で
も
ス
キ
ー
セ

ッ
ト
は
高
額
だ
。
貸
し
出
し

の
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

教
育
長

　
天
間
西
小
学
校
で
は
貸
し

出
し
を
し
て
い
る
が
、
寄
贈

等
で
集
め
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
所
有
の

ス
キ
ー
用
具
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。

議　

員

　

か
だ
れ
田
舎
体
験
協
議
会

の
か
だ
れ
塾
が
、
旅
行
業
法

に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
中
止
と
な
っ
た
。

　

か
だ
れ
塾
と
臨
時
職
員
を

法
人
化
す
る
観
光
協
会
に
移

す
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

　
農
業
体
験
と
自
然
を
組
み

合
わ
せ
て
い
か
に
人
を
呼
び

込
む
か
が
、
町
の
観
光
の
大

き
な
目
玉
に
な
っ
て
い
く
。

　
同
協
議
会
と
観
光
協
会
と

農
林
課
が
役
割
分
担
を
し
、

観
光
協
会
が
主
体
と
な
っ
て

参
加
者
を
募
集
し
、
移
動
手

段
や
料
金
の
徴
収
な
ど
、
最

低
限
法
律
に
抵
触
し
な
い
よ

う
に
進
め
た
い
。
今
後
は
、

そ
れ
に
向
け
て
の
組
み
立
て

を
し
て
い
き
た
い
。

哘　　清悦 議員

一問一答方式

教育長
中央図書館を幼稚園に移設し、
その一角に設置を検討

盛田文庫の保存・活用方法は

教
材
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

か
だ
れ
田
舎
体
験
協
議
会
の

事
業
に
つ
い
て
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一
般
質
問

議　

員

　

移
住
対
策
は
、
な
ぜ
若
者

が
東
京
な
ど
の
大
都
市
へ
集

中
す
る
の
か
、
な
ぜ
町
に
若

者
が
戻
っ
て
来
な
い
の
か
検

証
し
て
、
対
策
を
絞
り
込
む

必
要
が
あ
る
。

　

当
町
の
定
住
対
策
は
、
近

隣
市
町
村
に
先
駆
け
た
支
援

策
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
全

国
で
同
じ
よ
う
な
対
策
が
増

え
て
い
る
。

　

国
が
進
め
る
地
方
創
生
で
、

地
方
同
士
の
競
争
が
進
む
け

れ
ど
、
今
の
支
援
策
で
よ
い

の
か
。

　

ま
た
、
移
住
者
は
仕
事
の

問
題
が
大
き
い
が
、
移
住
者

の
望
む
仕
事
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

町
　
長

　
今
後
は
、
近
隣
市
町
村
と

競
争
す
る
の
で
は
な
く
、
若

い
世
代
を
呼
び
込
む
た
め
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
住
ま

い
、
仕
事
、
子
育
て
環
境
な

ど
を
含
め
た
七
戸
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
相
談
員
）
の

配
置
を
検
討
し
て
お
り
、
外

部
の
視
点
か
ら
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
た
だ
き
、
移
住

相
談
や
お
試
し
ツ
ア
ー
、
こ

う
い
っ
た
こ
と
で
若
い
移
住

者
の
呼
び
込
み
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
青
森
県
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
る
青
森
県
移
住
合
同
フ

ェ
ア
、
青
森
暮
ら
し
セ
ミ
ナ

ー
へ
の
参
加
の
ほ
か
に
、
Ｊ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
移
住
・
交
流
＆
地
域

お
こ
し
フ
ェ
ア
、
町
イ
チ
村

イ
チ
に
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
東
京
で
開
催
さ

れ
、
七
戸
町
の
移
住
Ｐ
Ｒ
と

移
住
相
談
を
行
う
内
容
で
あ

る
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
募
集
し
て
活
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

議　

員

　

移
住
者
向
け
の
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
に
、
高
校

生
以
上
の
若
者
で
七
戸
魅
力

向
上
特
命
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

町
の
魅
力
を
発
掘
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
に
は
高
校

生
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

町
　
長

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
高
校

生
以
上
の
若
者
に
よ
る
グ
ル

ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

総
合
戦
略
策
定
に
当
た
り
、

そ
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。

　
現
在
は
、
若
者
移
住
促
進

事
業
実
行
委
員
会
を
設
置
し

て
お
り
、
婚
活
支
援
の
計
画

や
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
定
住
・
移
住
対
策
等
に
つ

い
て
も
協
議
で
き
る
組
織
と

し
て
進
め
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
こ
の
委
員
会
に
お
い
て

は
、
高
校
生
は
今
の
と
こ
ろ

入
っ
て
い
な
い
。

議　

員

　

移
住
を
考
え
る
人
は
、
仕

事
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分

に
合
っ
た
居
住
地
を
求
め
て

い
る
人
も
多
い
と
思
う
。

　

全
国
的
に
空
き
家
が
移
住

対
策
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

当
町
で
も
移
住
対
策
に
空
き

家
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
提
供
で
き
る
空
き

家
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

町
　
長

　
平
成
28
年
度
よ
り
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
と
今
年
合
わ
せ
て
17

件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

が
、
登
録
に
至
っ
た
の
は
、

昨
年
は
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
者
に
提
供
で

き
る
空
き
家
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
は
非
常
に

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

議　

員

　

町
で
は
人
口
減
少
の
最
大

の
要
因
が
、
結
婚
し
て
転
入

す
る
女
性
が
他
の
町
村
よ
り

少
な
い
こ
と
か
ら
、
婚
活
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
婚
活
に
町
外

か
ら
参
加
し
た
女
性
の
人
数

と
、
め
で
た
く
町
外
の
女
性

と
結
婚
が
成
立
し
た
の
は
何

組
か
。
参
加
者
の
交
流
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

　

ま
た
、
町
が
結
婚
情
報
セ

ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
い
る
事

業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

町
　
長

　
婚
活
支
援
事
業
の
婚
活
ツ

ア
ー
状
況
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
３

年
で
、
男
性
45
名
、
女
性
36

名
の
合
計
81
名
。
こ
の
う
ち

女
性
は
全
て
町
外
の
方
に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
で
の
カ
ッ
プ

ル
は
13
組
誕
生
し
て
い
る
が
、

結
婚
に
至
っ
た
と
い
う
の
は

な
く
、
残
念
な
内
容
で
あ
る
。

　
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
男

女
と
も
地
元
の
婚
活
事
業
に

参
加
し
づ
ら
く
、
魅
力
が
な

け
れ
ば
参
加
し
な
い
傾
向
が

あ
り
、
ど
こ
の
市
町
村
も
参

加
者
の
募
集
に
は
苦
労
を
し

て
い
る
と
思
う
。

　
全
国
に
多
数
の
会
員
を
擁

し
て
い
る
、
青
森
に
支
店
の

あ
る
結
婚
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ノ

ッ
ツ
ェ
」
に
女
性
の
参
加
者

の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

当
日
の
進
行
な
ど
、
事
業
を

委
託
し
て
い
る
。

岡村　茂雄 議員
若い世代の移住対策は

町長

一問一答方式

若者移住促進事業実行委員会を設置して
おり、定住・移住対策を協議していく
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
８
月
21
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
28
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
補

　
　
　
　
　
佐
よ
り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
８
月
22
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
28
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・

　
　
　
　
　
　
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

　
　
　
　
　
協
議
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
８
月
23
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
28
年
度
滞
納
状
況
（
奨
学
資
金
貸
付

　
　
　
　
　
金
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

　
　
　
　
　
社
会
生
活
課
長
・
町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
８
月
25
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
　
　
　
　
②
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
た
後
、
一
般
質
問
、
陳
情
の
取
り
扱

　
　
　
　
　
い
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
、
会

　
　
　
　
　
期
日
程
等
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
７
月
13
日

　
案
　
件
　
七
戸
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
「
七
戸
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
議
会
条
例
部
分
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
10
月
５
日
・
12
日

　
案
　
件
　
議
会
広
報
第
50
号
の
編
集
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
11
月
１
日
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」

　
　
　
　
　
の
編
集
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
問

題
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
、
学
童
保
育
等
の
対

応
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
澤
田
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
平
成
28
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
も
全
議
員
賛
成
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
に
お
い
て
も
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
中
部
上
北
の
事
業
で
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
設

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
天
間
林
中
学
校
も
順
調

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
天
間
西
小
学
校

と
天
間
東
小
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け

　
前
町
議
会
議
員
の
天
間
清
太
郎
氏
が
７
月
15
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
間
氏
は
旧
天
間
林
村
で
平
成
10
年
１
月
に
初

当
選
さ
れ
、
平
成
27
年
４
月
23
日
ま
で
４
期
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
副
議
長
、
建
設
産
業
常
任
委
員
会
委

員
長
、
七
戸
町
都
市
計
画
審
議
会
会
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

訃
　
　
報


